
調査プロジェクト

⼦どもが⼊院すると、その家族にもさまざま
な影響を与えます。これまで付き添い家族（特
に⼤きな負担がかかる⺟親）から直接、実体験
を聞き取る調査はあまり⾏われてきませんでし
た。そこで、当団体では、2019年4⽉に独⾃に
ウェブ調査を実施。全国から222名の回答が寄
せられました。回答者の約７割が体調不良にな
るなど、⼊院付き添いに伴う家族の負担の⼤き
さが明らかになりましたが、すべての都道府県
からの回答を得られておらず、また学術的な分
析を加えたデータとはなりませんでした。

そこで、⼦どもの⼊院に付き添う家族への⽀
援のあり⽅を考えるために、聖路加国際⼤学⼩
児看護学の研究者とともに共同プロジェクトを
発⾜。19年12⽉23⽇〜20年2⽉29⽇の期間、
アンケート調査を実施しました。おかげさまで
全国すべての都道府県にお住まいの付き添い⼊
院を経験したご家族からご回答をいただき、そ
の数は1055件に上りました。

ご家族の⽅から寄せられた貴重な経験や声は
現在、⼩児看護学を専⾨とする研究者によって
分析中です。今後は学会発表・研究論⽂、さら
には提⾔という形で社会に発表・公表していき
たいと考えております。この成果が実るまでの
間、今しばらくお待ちください。
アンケートの回収結果のご報告と皆さまのご

協⼒に対してあらためて御礼を申し上げます。

聖路加国際⼤学⼩児看護学と「付き添い経験者の”声”で

病気の⼦どもの家族へのケアを変えるプロジェクト」開

始


